
フォーラム開催“堆肥を使った楽しい野菜作り” 

 

 

 

 

 
 

 

 

日時：2013 年 3 月 9 日（土）午後１：30 より 会場：市民活動サポートセンタ― 

◎基調講演「土作りに堆肥はなぜ必要か」と題して（山内先生） 

◎野菜作りの実例発表（会員の日下部さん、牧野さん） 

◎泉区高森中学校でのエコ活動報告（来賓、安斎かずえさん） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〈生ごみネットの今後の行事〉 

2 月 19 日（火）10：00～16：00 ｸﾘｰﾝ推進委員活動報告大会 西公園の市民ｾﾝﾀｰにて応援参加（日下部さん担当） 

3 月 7 日（木） 19：00～20：30 泉ﾊﾟｰｸﾀｳﾝ内、タピオ大学 最近の土と放射能について、山内先生発表 

3 月 9 日（土） 13：30～16：30 仙台市民活動ｻﾎﾟｰﾄｾﾝﾀｰ 生ごみネット主催、フォーラム 

3月 23 日（土） 13：30～16：30 ＮＰＯプラザ 第 3 会議室 生ごみネット定例会、ﾊﾟﾜｰﾎﾟｲﾝﾄ手直し作業、総会準備 

4月 20 日（土） 13：30～16：00 

16：30～18：30 

 

 

生ごみネット総会 

総会終了後、懇親会 

ＮＰＯプラザ、研修室 

丘のホテル 会費 2000 円の予定 

 

ＮＯ ２２  201３年 新年号 

発行 仙台生ごみリサイクルネットワーク 

〒983-0851 

仙台市宮城野区榴ヶ岡５番地 
（みやぎＮＰＯプラザ内） 
http://namagominet.web.fc2.com/index.html 

３月のフォーラム "家庭菜園と堆肥の上手な利用“ に向けて 

                        仙台生ごみネット会長 山内文男 

仙台生ごみネットが発足してからすでに１４年も続いている。 

これは、ごみの中でも紙類と並んで多いのにもかかわらず、腐敗しやすく処理しにくいことから生ごみ処理問題

がなかなか解決しにくいことにもよる。 

私たち会員も生ごみ処理問題はこれからも必要であるが、十数年も活動してきてここらで新たな方向を模索す

べきであることは、２，３年前から議論になっていた。これと並行して会の名前もどうするかという意見も出て

いた。しかしこれは大きな問題なので充分に検討してからということで過ぎてきた。 

そこで新たな方向の一つとして家庭菜園を取り上げることとなった。生ごみネットで活動している人たちの多

くは家庭菜園をやっている。それは家庭菜園では堆肥が必要だからである。生ごみネットに関係している方々は

環境問題に関心がある。農薬、化学肥料は使いたくない為、より良い堆肥が必要とされてきた。 

実際に、生ごみネットの中でサークル活動として菜園チームの「樂習会」が活発に活動している。これらの活

動の中で新会員が多く参加しているところを考えると、市民の中で家庭菜園の関心がより大きいことが窺われる。 

昨年より当会の例会において家庭菜園と堆肥についてフォーラムをやろうと提案したところ，おおかたの賛同

をえて今回の開催となった。フォーラムは基調講演や、会員の貴重な経験を発表して頂く。市民が生ごみや落ち

葉などの身近な原料を用いてより良い家庭菜園が行えることを願っています。私たちはすでにシンポジュウムや

フォーラムを数回行ってきた。これらの経験を生かし、フォーラムが成功するように、皆様のご協力をよろしく

お願いいたします。 



 

  仙台市青葉区貝ヶ森中町町内会より、落ち葉の堆肥化の要請があり、さっそく生ごみネット 

有志が（山内先生、徳田さん、日下部さん、牧野さん他）指導協力してはじまりました。 

１回目：平成２４年１１月１８日（日）落ち葉の堆肥化がスタートしました。 

２回目：平成２５年１月１３日（日）２回目の切り返し作業を終えました。 

 その一部を紹介いたします。 

 

                          

 

次回は３月１０日（日）３回目の切り返しを行います。 

堆肥の完成予定は、４月下旬を目標にしています。 

当日は、河北新報社が取材に来ます。時間の取れる方はぜひ見学に来て下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

平成 25年 1月 13日 

作業終え記念写真 

 

仙台市青葉区貝ヶ森１号公園 

貝ヶ森中町町内会 

平成 24年 11月 18日 

集めた落ち葉、約 200袋 

 

平成２４年１２月１６日 

切り返し作業（発酵熱で湯気も） 

宮城野１丁目：クレープ屋さんの「ダンボール堆肥報告」         （記事：八島） 

                     ダンボール堆肥と 1型ボカシを年に 2回位、当店から 

                     買っていくお客様。卵の殻が多いけど、作った肥料をプラ

ンターの土にまぜて使っていたら花が元気になったという

お話が聞けました。ボカシの力も充分あるようです。 

 

このお花は「はつゆきかずら」といいます。 

新芽が白からピンクになっていくので花のよう。 

 

 

 

以前は土に養分がなく、酸性になっていると白い 

ジャスミンのような小さな花が咲きました。 

それもきれいですがダンボール堆肥で土がミネラル 

豊富になったらこんなに葉が増えてりっぱになった 

との事。プランターで他にも花や野菜も育てていて、 

あじさいの花のドライフラワーがめずらしく飾って 

ありました。なごむお店です！ 

 

 


